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学校運営協議会における主な評価内容
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②
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ふ
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と
の
中
で
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自
分
で
判
断
し
て
行
動
し

、
人
と
関
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り
共
に
生
き
抜
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力
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義
務
教
育
学
校
開
校
に
向
け
て

得意を伸ばし、苦手を克服する「朝日
タイム」の実施

・教育課程の柔軟化を先取り、４０分授業を仕組むこと
で生み出した時間で、自分で選んだ学びを進める。
・異学年の学びや教えあい、プレゼン学習を積極的に
取り入れる。

小中兼務の推進
・教科の専門性を高め、また、児童生徒理解を深める
ために互いの授業を担当する教員を増やす。

合同の行事、研究会・教科部会・研修
会を実施する

・どんな児童生徒を育てたいかという、ねらいや目的を
共有し、具体的な取り組みや方向性を確認しながらす
すめる。その際には、義務教育学校の開校に向けて、
持続可能かどうか、常に精選していく。

対話や議論を通して考えを深める授業
づくり

・視点を明確にした対話活動を位置づける。
・対話によって変容したことや深まったことをアウトプッ
トできるようにする。

縦割り掃除や縦割り遊びなどの活動により、い学年で
認め合い学びあう機会を工夫して仕組む。

・朝高子どもしとねる会の方々などの、地域講師やふ
るさとの自然や文化から学んだことをまとめ、地域に
発信する場を設ける。
・朝日・高根のよさを語れる児童を１００％にする。

互いのよさや違いを認め合える集団づ
くり

ふるさとを愛し、地域とともに生きる意
識の向上

解決方法を自ら選択して、自分の考えを導き出せるよ
うな、複線型の個別最適な学びを目指す。

・授業の終末や振り返りで学んだことや考えが深まっ
たことを表現する場を確保する。
・全校朝の会でスピーチを位置づける。
・タブレットを積極的に活用して表現できるようにする。

なりたい自分に向けて努力する児童の
育成

・なりたい自分を具体的に描き、短いスパンで振り返り
ができるようにする。
・なりたい自分に近づいたと思う児童を１００％にする
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本
施
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と
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関
わ
り

本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点

自分の考えをもち、学びの深まりを自
覚する授業づくり

学んだことや伝えたいことを表現する
プレゼン教育の推進


